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進
め
る
動
き
が
広
ま
り
、
5
月
8
日
か
ら

は
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
5

類
」
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
も
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
あ

り
、
環
境
技
術
研
修
（
専
門
課
程
）、
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
中
止
と
な
り
、
理
事
会

は
す
べ
て
リ
モ
ー
ト
開
催
で
し
た
が
、
技

術
研
修
会
は
4
年
ぶ
り
の
対
面
で
の
開

催
、
親
睦
会
も
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
久
し
ぶ
り
に
計
画
す

る
事
業
は
滞
り
な
く
実
施
で
き
る
も
の
と

信
じ
、
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
の
調
査
・
測

定
・
分
析
を
通
じ
て
長
野
県
の
環
境
保
全

を
守
る
こ
と
は
、
当
協
会
の
社
会
貢
献
活

動
で
あ
り
、
各
企
業
が
精
度
管
理
の
重
要

性
と
分
析
技
術
向
上
そ
し
て
経
営
基
盤
の

安
定
化
に
一
層
努
力
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
徹
底
し
、
会
員
、
賛
助
会
員
、
行

政
機
関
そ
の
他
関
係
団
体
と
の
連
携
を
深

め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
先
が
見
え
な
い
不

透
明
な
時
代
で
す
が
、「
社
会
に
必
要
と
さ

れ
る
協
会
」
を
目
指
し
て
一
層
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
関
係
各
位
及
び
会
員
・
賛
助

会
員
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
併
せ
て
皆
様
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。

長野県環境保全研究所
　　所  長真 関 　隆

長野県環境測定分析協会
　　会  長 梅 垣 和 彦

長野県環境部
　部　長 諏 訪 孝 治

長野県計量検定所
　所  長 平 林 裕 司

（株式会社コーエキ）

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
だ
よ
り

「
ナ
チ
ュ
ラ
ル
第
21
号
」
に
あ
た
り
、
日
頃

よ
り
当
協
会
の
活
動
に
ご
支
援
ご
協
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
皆
様
に
改
め
て
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
在
の
日
本
企
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
極
端
な
気
候
変
動
や
甚
大
な
被
害
を

も
た
ら
す
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
懸
念
の
ほ
か
、
激
動
す

る
世
界
情
勢
に
お
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
及

び
食
料
の
供
給
が
大
変
不
安
定
に
な
り
、

原
材
料
価
格
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
の
高

騰
、
部
素
材
不
足
等
が
大
き
な
懸
念
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
に
エ
ジ
プ
ト
で
開
催
さ
れ

た
C
O
P
27
で
は
、
世
界
各
国
が
よ
り
協

力
し
て
気
候
変
動
対
策
に
取
り
組
む
必
要

性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
な
社
会
に
向
け
て
の
方
向
性
を

さ
ら
に
推
し
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
昨
年
の
夏

か
ら
秋
に
か
け
て
第
7
波
が
到
来
し
ま
し

た
が
、
感
染
対
策
と
経
済
活
動
を
同
時
に

　

ま
た
、
保
健
衛
生
分
野
の
業
務
と
し
て

は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
麻
疹
等
を
対
象

と
し
た
感
染
症
の
流
行
予
測
調
査
及
び
発

生
動
向
調
査
、
食
品
中
の
残
留
農
薬
検
査

や
医
薬
品
、
家
庭
用
品
等
の
検
査
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
発
生
当
初
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
か
ら
現
在
は
変
異
株
の
検
査
に
移
行

し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
県
で
は
、
令
和
6
年
4
月

の
「
諏
訪
湖
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
」
の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
諏
訪
湖
を
は
じ

め
と
す
る
県
内
河
川
・
湖
沼
の
水
環
境
の

保
全
に
関
す
る
調
査
研
究
を
一
体
的
に
行

う
た
め
に
設
置
す
る
も
の
で
あ
り
、
当
研

究
所
と
し
て
も
開
設
に
向
け
た
準
備
を
着

実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

県
の
環
境
施
策
を
遂
行
す
る
う
え
で
、

正
確
な
測
定
デ
ー
タ
と
的
確
な
要
因
分
析

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
協
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
当
研
究
所
の
実
施
事
業
に

お
け
る
技
術
面
で
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た

だ
き
、
長
野
県
の
豊
か
な
自
然
環
境
の
保

全
と
安
心
・
安
全
な
県
民
生
活
の
た
め
、

一
方
な
ら
ぬ
ご
協
力
と
ご
支
援
を
賜
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
今
後
も
引
き
続
き
の
お
力

添
え
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
貴
協
会
の
今
後
益
々

の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

今
年
の
4
月
か
ら
長
野
県
環
境
保
全
研

究
所
長
を
務
め
て
お
り
ま
す
真
関
隆
と
申

し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
当
研
究
所
の
業
務
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

当
研
究
所
は
、
長
野
県
の
豊
か
な
環
境

の
保
全
と
保
健
衛
生
の
向
上
を
図
る
た

め
、
環
境
や
保
健
衛
生
に
関
す
る
様
々
な

調
査
研
究
、
試
験
検
査
、
教
育
・
研
修
、

情
報
発
信
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
環
境
分
野
の
業
務
と
し
て
は
、

湖
沼
等
の
水
質
や
大
気
汚
染
物
質
の
測

定
、
新
幹
線
や
道
路
の
騒
音
調
査
、
廃
棄

物
最
終
処
分
場
の
水
質
等
の
調
査
や
放
射

性
物
質
の
測
定
等
に
加
え
、
近
年
、
世
界

的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
実
態
調
査
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
に
関

す
る
調
査
研
究
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

等
の
気
候
変
動
影
響
の
実
態
把
握
と
適
応

策
に
関
す
る
調
査
研
究
と
、
そ
れ
ら
の
拠

点
と
し
て
設
置
し
た
「
信
州
気
候
変
動
適

応
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

量
証
明
検
査
等
の
業
務
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
近
年
で
は
、
技
術
の
進
歩
等
に
よ
り

計
量
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
も
変
化
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
変
化
に
適
確
に
対
応
し

な
が
ら
、
改
め
て
計
量
制
度
の
重
要
性
を

認
識
し
、
知
識
と
技
術
・
技
能
の
研
鑚
に

努
め
、
引
き
続
き
適
正
計
量
の
推
進
に
向

け
努
力
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
有
害
物
質
等
の
濃
度
、
振
動
や

騒
音
レ
ベ
ル
な
ど
を
正
確
に
計
量
す
る
環

境
計
量
証
明
事
業
は
、
事
業
者
等
が
複
雑

化
・
多
様
化
す
る
社
会
ニ
ー
ズ
や
社
会
シ

ス
テ
ム
の
変
革
に
対
応
し
た
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
取
り
組
む
た
め
に
も
、
極
め
て

大
切
な
事
業
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
会
員
皆
様
が
英
知
を
結
集
さ

れ
、
会
員
相
互
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

で
、
業
界
全
体
が
さ
ら
に
発
展
さ
れ
ま
す

こ
と
を
ご
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

計
量
検
定
所
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続

き
貴
協
会
の
皆
様
と
連
携
・
協
力
し
、
県

民
の
安
全
・
安
心
な
生
活
や
県
内
経
済
・

産
業
の
発
展
を
支
え
て
参
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
協
会
の
一
層
の
御
発
展
と

会
員
の
皆
様
の
益
々
の
御
活
躍
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

長
野
県
計
量
検
定
所
長
の
平
林
裕
司

で
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、
日
頃
か
ら
県
の
計
量
行
政
の
推
進
に

御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
調
査
・
測
定
・
分

析
技
術
の
向
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

る
と
と
も
に
、
適
切
な
環
境
計
量
を
推
進

す
る
こ
と
で
、
長
野
県
の
環
境
保
全
、
環

境
対
策
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
「
計
量
制
度
」
は
、
貨
幣
制
度

と
並
び
、
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
基
盤

で
あ
り
、
「
計
量
法
」
に
基
づ
き
取
引
・

証
明
の
信
頼
性
を
確
保
す
る
仕
組
み
は
、

私
達
の
安
全
・
安
心
な
生
活
や
経
済
・
産

業
の
発
展
の
た
め
の
重
要
な
制
度
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
す
。

　

長
野
県
計
量
検
定
所
は
、
明
治
26
年
に

長
野
県
度
量
衡
常
置
検
定
所
が
設
置
さ
れ

て
以
来
、
変
遷
を
重
ね
な
が
ら
、
「
適
正

な
計
量
の
実
施
の
確
保
」
を
目
的
に
検

定
・
検
査
、
普
及
啓
発
等
の
業
務
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
特
に
環
境
分
野
に

お
き
ま
し
て
は
、
環
境
計
量
証
明
事
業
の

登
録
や
環
境
計
量
士
に
関
す
る
事
務
、
計

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、諏
訪
湖
全
体
と
し
て
の
将
来
像
を

示
す
「
諏
訪
湖
創
生
ビ
ジ
ョ
ン
」を
今
年
3

月
に
改
定
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、諏
訪
湖
の

水
質
保
全
だ
け
で
な
く
、水
生
生
物
の
保

全
や
水
辺
の
整
備
、さ
ら
に
は
、ま
ち
づ
く

り
な
ど
の
視
点
も
含
め
た
総
合
的
な
指
針

と
な
る
も
の
で
す
が
、こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
掲
げ

る
目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
、今
後
ヒ
シ
の

除
去
を
官
民
連
携
で
一
層
進
め
て
い
く
た
め

の
新
た
な
仕
組
み
づ
く
り
や
生
態
系
に
関

す
る
研
究
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

さ
ら
に
、県
内
の
湖
沼
で
は
当
初
の
類
型

指
定
以
降
の
改
訂
が
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
、水
質
及
び
利
水
状
況
等
の
変
化
を

踏
ま
え
た
検
討
を
行
い
、今
年
3
月
に
湖

沼
の
類
型
指
定
の
見
直
し
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

県
に
お
い
て
効
果
的
な
施
策
を
実
施
し

て
い
く
た
め
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
調
査
等
に

よ
り
得
ら
れ
た
適
時
適
切
な
測
定
デ
ー
タ

等
に
基
づ
き
、事
象
の
要
因
分
析
を
的
確
に

行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。協
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、精
度
や
測
定
分
析
能
力

の
向
上
に
よ
り
、測
定
結
果
の
な
お
一
層
の

信
頼
性
の
確
保
に
御
尽
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、貴
協
会
の
ま
す
ま
す
の
御
発
展

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、御
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
の
皆
様
に

は
、日
ご
ろ
か
ら
本
県
の
環
境
行
政
の
推
進

に
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。ま
た
、精
度
管
理
事
業
や

各
種
研
修
会
へ
の
参
加
等
に
よ
り
、会
員
の

技
術
力
向
上
に
努
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
ま
し
て
、敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、長
野
県
で
は
、こ
の
度
、2
0
2
3

年
度
か
ら
2
0
2
7
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
総
合
5
か
年
計
画
「
し
あ
わ
せ

信
州
創
造
プ
ラ
ン
3.
0
」及
び「
第
五
次
長

野
県
環
境
基
本
計
画
」
を
策
定
し
、自
然

環
境
の
保
全
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
社
会

づ
く
り
の
た
め
各
種
施
策
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

諏
訪
湖
に
つ
い
て
は
、今
年
3
月
に
第
8

期
と
な
る
諏
訪
湖
水
質
保
全
計
画
を
策
定

し
、引
き
続
き
水
質
改
善
を
図
る
た
め
の
各

種
施
策
、調
査
研
究
や
環
境
学
習
な
ど
の

取
組
み
を
計
画
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。併
せ
て
、都
道
府
県
で
は
初
め
て
と
な

る
底
層
溶
存
酸
素
量
の
類
型
指
定
を
行
い
、

貧
酸
素
対
策
の
新
た
な
取
組
み
を
進
め
て
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アスベスト調査者による調査の義務化について      
アスベスト調査者による調査が義務化（令和５年10月１日から適用）されます。

石綿（アスベスト）の使用状況         

 石綿は天然に生成した極めて細い鉱物繊維（髪の毛の1/5,000程度）で、熱、摩擦、酸やアルカリにも強く丈夫で
変化しにくいという特性を持ち、しかも安価であるため、『奇跡の鉱物』や『魔法の鉱物』と呼ばれていました。
 石綿の用途はおよそ3,000種、うち約８割は建材（吹付け材、保温・断熱材、スレート材など）として昭和30年頃
から使用が一般化し、工場・ビル等から一般住宅まで、様々な建築物等に広く使用されてきました。他に摩擦材
（自動車のブレーキ部品など）、シール断熱材などの用途があります。
 石綿を吸入することによって生じる疾患としては、中皮腫、肺がん等が知られており、厚生労働省の人口動態統計
によると、中皮腫による死亡者は、平成７年の500人から令和元年には1,466人となっており、約20年間で約３倍
に増加しています。
 高度成長期を最需要期として、過去50年に輸入・生産された石綿は約1,000万tと推定されています。このうち、
約8割の約800万tが建築材料として使用され、そのうち9割の約700万tが石綿含有成形板等に使用されたと
推定されています。石綿含有建材の出荷量のうち、およそ96％が石綿含有成形板等です。

大気汚染防止法に基づく建築物解体等に伴う石綿飛散防止の規制の概要

　石綿の使用は、昭和50年から労働安全衛生法において石綿を５％を超えて含有する吹付作業を原則禁止
しました。以降、規制が順次強化され、平成18年以降、全面的に使用禁止となっています。大気汚染防止法による
解体等工事に伴う石綿飛散防止対策として、平成8年、平成18年、平成25年に改正法の施行が行われていますが、
令和10年頃をピークに建築物の解体工事は年々増加していく見込みです。
 　建築物又は工作物の解体・改造・補修工事（解体等工事）に伴う石綿の飛散を防止するため、受注者は解体
等工事の前に、大防法規制対象の石綿含有建材（特定建築材料）の有無の調査（事前調査）を行う必要があり
ます。特定建築材料が使用されている場合は、解体等工事の発注者が都道府県等に届出を行った上で、解体等工事
の施工者が作業基準を遵守して除去等を実施することになっています。

クロシドライト（青石綿） アモサイト（茶石綿）  クリソタイル（白石綿）

大気汚染防止法の一部を改正する法律の概要 （公布日：令和２年６月５日）

 建築物等の解体等工事における石綿の飛散を防止するため、全ての石綿含有建材への規制対象の拡大、都道府県
等への事前調査結果報告の義務付け及び作業基準遵守の徹底のための直接罰の創設等、対策が強化されてきま
した。
 解体等工事の元請業者は、当該解体等工事が特定工事に該当するか否かについて、設計図書その他の書面による
調査、特定建築材料の有無の目視による調査その他の環境省令で定める方法による調査を行うとともに、当該解体等
工事の発注者に対し、当該調査の結果、届出対象特定工事（レベル1・2建材に係る工事）又はそれ以外の特定工事に
係る事項等を記載した書面を交付して説明しなければなりません。

アスベスト調査に関する協定について

 災害時に飛散した建物のアスベスト調査について、長野県と長野県環境測定分析協会は、平成30年9月18日に県庁
にて協定を締結しました。同時に（一社）建築物石綿含有建材調査者協会、（一社）日本アスベスト調査診断協会も
同調査について協定を締結しました。

　解体等工事が平成18年９月１日以後に設置の工事に着手した建築物等を解体し、改造し、又は補修する作業を
伴う建設工事に該当することが設計図書等の書面により明らかである場合は、特定建築材料の有無の目視による調
査は不要です。
■事前調査を行う者（調査を適切に行うために必要な知識を有する者）令和５年10月１日から適用
　・建築物石綿含有建材調査者講習を修了した者（一戸建て等石綿含有建材調査者は、一戸建て住宅等に限る）
　・義務付け適用前に一般社団法人日本アスベスト調査診断協会に登録された者
　　※設置工事の着手日を書面で確認する作業は、有資格者でなくても行うことができます。施行日前でも有資格者に事前調査を行わせること
　　　が望ましいとされています。

出典：THE ASBESTOS／せきめん読本（1996年日本石綿協会）

■大気汚染防止法の改正事項と施行日

■事前調査の方法

書面調査 分析調査目視調査

明らかにならなかった
場合は… or みなす

アスベスト調査に関する協定について

規制内容 令和2年
6月 4月 4月10月 10月

令和3年 令和4年 令和5年

令和5年10月
施行一定の知見を有する者による事前調査の実施

南信環境管理センター株式会社 福澤覚志
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令
和
4
年
度
も
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
拡
大
傾
向
で
あ
っ
た
た
め
、例
年
の

よ
う
な
対
面
で
の
事
業
活
動
が
十
分
で
き

な
い
状
況
で
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と

対
面
に
よ
り
対
応
し
、多
く
の
皆
様
の

参
加
を
得
て
会
議
や
研
修
会
等
を
実
施

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

事
務
局
担
当
の
理
事
会
は
、4
月
、8

月
、1
月
と
も
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催

し
ま
し
た
。総
会
は
、出
席
者
限
定
及
び

会
議
時
間
短
縮
で
開
催
し
、懇
親
会
は
実

施
し
ま
せ
ん
で
し
た
。ま
た
、日
環
協
主
催

に
よ
る
9
月
の
経
営
セ
ミ
ナ
ー
及
び
10
月

の
環
境
セ
ミ
ナ
ー
は
対
面
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

　

技
術
部
会
で
は
、雨
水
調
査
（
20
機
関

参
加
）
、
環
境
技
術
研
修
（
基
礎
課
程

参
加
16
名
）
、精
度
管
理
調
査
（
参
加
20

機
関
）及
び
技
術
研
修
会
・
交
流
会（
参
加

38
名
）
等
を
例
年
通
り
開
催
し
ま
し
た

が
、残
念
な
が
ら
、昨
年
度
に
続
き
今
年

度
も
専
門
課
程
の
環
境
技
術
研
修
8
講

座
は
全
て
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
部
会
で
は
、機
関
紙
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
」
V
o
l.
20
の
編
集
・
発
行
・
発
送
及
び

当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理
や

掲
載
内
容
変
更
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
県
内
関
係
機
関
等
の
皆
様

と
も
連
携
を
深
め
、当
協
会
を
通
し
て

各
機
関
の
技
術
向
上
及
び
事
業
が
継
続

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
大
学
で
環
境
保
全
や
森
林
に

つ
い
て
学
ん
で
お
り
、地
元
で
あ
る
長
野

で
環
境
に
関
す
る
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
い
就
職
活
動
を
し
て
い
ま
し
た
。環
境

未
来
株
式
会
社
は
調
査
・
検
査
項
目
の
幅

広
さ
を
強
み
と
し
て
い
て
、多
方
面
か
ら

自
然
・
生
活
環
境
に
携
わ
れ
る
点
に
魅
力

を
感
じ
た
た
め
、入
社
を
決
め
ま
し
た
。

　

主
に
ば
い
煙
測
定
や
臭
気
測
定
、

採
水
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
は
そ
れ

ぞ
れ
の
測
定
方
法
を
覚
え
て
き
ま
し
た

の
で
、効
率
を
上
げ
ら
れ
る
よ
う
考
え
な

が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。毎
日
違
う
現
場

で
様
々
な
業
務
を
行
う
た
め
、状
況
に
応

じ
て
測
定
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
中
で
、自
分
で
考
え
た
り
先
輩
方
に

教
わ
っ
た
り
し
な
が
ら
上
手
く
測
定
で

き
た
時
は
非
常
に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

検
体
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
ミ
ス
を
し
て
し

ま
う
と
正
し
い
分
析
結
果
が
出
せ
な
い

た
め
、こ
れ
か
ら
多
く
の
経
験
を
積
み
、

ど
の
現
場
に
行
っ
て
も
正
確
な
測
定
が

で
き
る
よ
う
な
技
術
を
身
に
つ
け
た
い

で
す
。

　

ま
た
、お
客
様
に
納
得
、安
心
し
て
い

た
だ
く
た
め
、測
定
の
原
理
や
採
取
し
た

検
体
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
る
か
を
説
明

で
き
る
よ
う
環
境
計
量
に
関
す
る
知
識

を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。今
後
、環
境

計
量
士
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
日
々

精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

世
界
の
気
象
災
害
数
が
過
去

50
年
間
で
5
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

少
し
古
い
が
世
界
気
象
機
関
が

2
年
程
前
に
発
表
し
た
。地
球
の

気
温
上
昇
に
よ
る
異
常
気
象
や

極
端
な
降
水
量
の
増
減
に
よ
る

水
害
や
干
害
。人
間
の
活
動
に
よ
る

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
増
加

が
原
因
で
あ
る
と
気
候
変
動
に

関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
が
報
告

し
て
い
る
。世
界
の
森
林
も
減
り

続
け
て
い
る
そ
う
だ
。特
に
熱
帯

林
を
有
す
る
開
発
途
上
地
域
で

の
減
少
率
が
高
く
、多
く
は
農
地

転
換
や
、資
材
調
達
等
に
よ
る
過
剰

な
伐
採
だ
と
い
う
。こ
れ
も
人
間

の
活
動
に
含
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
自
身
に
置
き
換
え
て
考
え

て
み
る
。自
給
自
足
が
出
来
る
わ
け

で
も
な
い
し
、電
気
や
自
動
車
を

使
わ
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な
い
。

人
間
の
活
動
に
よ
る
恩
恵
に
し
っ

か
り
浸
か
っ
て
い
る
。で
も
、ほ
ん
の

少
し
不
自
由
さ
を
受
け
入
れ
て

楽
し
め
る
よ
う
に
な
れ
ば
、何
か

変
え
て
い
け
る
の
か
も
し
れ
な

い
。

　

最
後
に
本
誌
の
制
作
に
あ
た
り
、

ご
協
力
頂
い
た
皆
さ
ま
に
は

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

﹇
河
合
﹈

令
和
4
年
6
月
2
日（
木
）ホ
テ
ル
メ
ル
パ
ル
ク
長
野
に
て
「
長
野

県
環
境
測
定
分
析
協
会
　
令
和
4
年
度
通
常
総
会
」
が
令
和
元
年

以
来
、
3
年
ぶ
り
の
対
面
方
式
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
総
会
は
コ
ロ
ナ
渦
を
考
慮
し
、
来
賓
の
招
致
は
見
合
わ
せ
、

会
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
第
1
、
2
号
議
案
は
令
和

3
年
度
事
業
報
告
、
収
支
決
算
報
告
。
第
3
、
4
号
議
案
は
令
和

4
年
度
事
業
計
画
案
、
収
支
予
算
案
。
第
5
号
議
案
は
役
員
の

変
更
に
つ
い
て
と
進
め
ら
れ
、
議
案
は
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
総
会
の
終
了
後
に
は
信
州
大
学
工
学
部
准
教
授
　
岩
井
一
博
様

か
ら
「
長
野
県
内
に
お
け
る
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
都
市

環
境
の
実
態
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
ご
講
演
を
賜
り
ま
し
た
。
断
熱

材
を
実
際
に
手
に
取
っ

て
断
熱
効
果
の
違
い
に

つ
い
て
な
ど
を
丁
寧
に

ご
説
明
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
多
く
の

総
会
や
、
研
修
会
で

利
用
さ
せ
て
頂
い
た

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
は

令
和
4
年
9
月
末
に

営
業
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
総
会
が

メ
ル
パ
ル
ク
長
野
で
の

最
後
の
総
会
と
な
り
ま

し
た
。

令
和
4
年
度
事
務
局
大
島
明
美

　

長
野
で
生
ま

れ
育
っ
た
私
に

と
っ
て
、
冬
の

遊
び
の
定
番
は

ス
キ
ー
だ
っ
た
。

近
頃
で
は
長
野

市
内
の
積
雪
は

少
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
子
供

の
頃
は
今
よ
り
降
雪
が
多
く
、積
雪
量
も

一
度
に
30
c
m
以
上
積
も
る
こ
と
も
ざ
ら
で

あ
っ
た
。雪
が
積
も
る
と
傾
斜
地
の
り
ん

ご
畑
に
子
供
た
ち
で
集
ま
り
、ミ
ニ
ス

キ
ー（
長
靴
に
バ
ン
ド
で
固
定
す
る
長
さ

35
c
m
く
ら
い
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の

ス
キ
ー
）で
遊
ん
だ
。小
学
校
の
高
学
年

と
も
な
る
と
子
供
だ
け
で
早
朝
か
ら
列
車

に
乗
っ
て
、黒
姫
、妙
高
の
ス
キ
ー
場
へ
と

出
か
け
、リ
フ
ト
が
止
ま
る
ま
で
一
日
中

滑
っ
て
い
た
。学
生
時
代
、時
は
バ
ブ
ル
、

そ
し
て
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
。上
京
し
て
い
た

私
は
、ア
ル
バ
イ
ト
で
お
金
を
た
め
、東
京

神
田
で
ス
キ
ー
用
品
を
求
め
、満
員
の

ス
キ
ー
バ
ス
で
夜
通
し
揺
ら
れ
ス
キ
ー
場

へ
と
足
を
運
ん
だ
。

　

そ
の
後
も
年
に
1
、2
回
は
ス
キ
ー
場

へ
と
足
を
運
ん
で
い
た
が
、長
野
へ
U
タ
ー

ン
転
職
を
機
に
再
び
ス
キ
ー
に
の
め
り
込

ん
だ
。そ
ん
な
時
、ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ

五
輪
モ
ー
グ
ル
日
本
代
表
で
あ
っ
た
野
田

鉄
平
さ
ん
が
地
元
の
斑
尾
高
原
ス
キ
ー
場

で
モ
ー
グ
ル
キ
ャ
ン
プ
を
開
い
て
い
る

こ
と
を
知
り
、キ
ャ
ン
プ
へ
の
参
加
を
き
っ

か
け
に
モ
ー
グ
ル
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

シ
ー
ズ
ン
に
な
れ
ば
コ
ブ
に
パ
ウ
ダ
ー

／
ツ
リ
ー
ラ
ン
に
と
冬
の
長
野
を
満
喫

し
て
い
ま
す
。

長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
　

　
　
　
令
和
4
年
度
通
常
総
会
報
告

一
般
社
団
法
人 

長
野
市
薬
剤
師
会

武
田
淳
志

　
令
和
5
年
3
月
3
日
「
令
和
4
年
度
技
術
研
修
会
及
び
交
流
会
」

が
上
田
高
砂
殿
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
年
度
は
4
年
ぶ
り
の

対
面
式
で
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
前
半
は
、
会
員
か
ら
「
環
境
中
の
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

つ
い
て
」（（
一
社
）
長
野
県
薬
剤
師
会
）、「
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

ブ
ラ
ン
ク
」（
環
境
未
来
（
株
））、「
令
和
4
年
度
酸
性
雨
調
査
報

告
に
つ
い
て
」（
長
野
県
環
境
測
定
分
析
協
会
　
技
術
部
会
）
と

題
し
た
研
究
発
表
が
さ
れ
ま
し
た
。
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
る

活
発
な
発
表
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
後
半
は
分
析
装
置
メ
ー
カ
2
社
に
よ
る
技
術
講
義
が
あ
り
ま
し

た
。「
流
れ
分
析
装
置
」
の
原
理
と
そ
の
応
用
事
例
、
コ
ン
タ
ミ
ネ

ー
シ
ョ
ン
の
要
因
と
対
策
、「IC

P
-O
E
S/IC

P
-M
S

」
に
お
け
る

濃
度
結
果
に
及
ぼ
す
干
渉
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

貴
重
な
技
術
情
報
を
得
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
最
後
に
本
協
会
の
技
術

部
会
に
長
年
貢
献
さ
れ
、今
年

度
退
職
さ
れ
た
　堀 

邦
昌
氏

（（
一
社
）
上
田
薬
剤
師
会
）へ

花
束
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
後
は
コ
ロ
ナ
対
策

を
し
た
う
え
で
飲
食
を
伴
う

交
流
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
交
流
会
と
い
う

こ
と
で
、
に
ぎ
や
か
で
楽
し
い

情
報
交
換
の
場
と
な
り
ま

し
た
。

株
式
会
社 

東
信
公
害
研
究
所

田
中
　
徹

株
式
会
社
エ
ス
コ
田
中
一
之

環
境
未
来
株
式
会
社

浅
利
匡
哉

令
和
4
年
度
技
術
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
及
び
交
流
会

の
趣
味
自
慢

私

　
創
立
50
周
年
を
む
か
え
る
2
0
2
2
年
、私
た
ち「
株
式
会
社
理
学
」は

8
月
に
本
社
を
移
転
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
建
設
し
た
新
社
屋
は
、松
本
イ
ン
タ
ー

チ
ェン
ジ
か
ら
2
分
と
交
通
の
要
所
に
あ
り
ま
す
。機
動
力・ア
ク
セ
ス
性
が

大
幅
に
向
上
し
、南
信
や
山
梨
方
面
の
お
客
様
へ
も
、よ
り
頻
度
良
く
フ
ォ
ロ
ー

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。元
々
こ
の
地
に
あ
っ
た
井
戸
水
を
使
用
す
る

な
ど
、オ
フ
ィ
ス
内
外
の
環
境
に
も
配
慮
し
、従
業
員
の
健
康
と
働
き
や
す
さ

を
追
求
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
こ
の
新
社
屋
を
拠
点
と
し
て
、次
の
50
年
、1
0
0
周
年
を
目
指

し
、社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る
べ
く
頑
張
って
い
き
ま
す
。

　
当
社
の
主
力
事
業
は
、分
析
装
置
、計
測
機
器
な
ど
の
最
先
端
機
器
を

扱
う
商
社
機
能
で
す
。豊
富
な
経
験
と
高
い
専
門
性
を
持
つ
営
業
技
術
者

た
ち
が
、お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
最
適
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
提
供

致
し
ま
す
。

　
ま
た
、弊
社
の
ユ
ニ
ー
ク
な
特
徴
と
し
て
、防
災・減
災
を
目
的
と
し
た
自
然

計
測
の
実
施
技
術
に
も
高
い
実
力
を
有
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、地
域
の
雨
量

を
測
る
雨
量
計
、千
曲
川
の
水
位
を
測
る
水
位
計
、県
ダ
ム
の
性
能
を
維
持

す
る
た
め
の
地
震
計
、積
雪
計
な
ど
、我
々
の
身
の
回
り
の
自
然
や
構
造
物
に

は
、数
々
の
計
測
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。人
知
れ
ず
設
置
さ
れ
た
数
多
の

計
測
器
た
ち
が
、私
た
ち
の
生
活
を
影
な
が
ら
支
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。そ
の

計
測
器
の
販
売
、保
守
、設
置
・土
木
工
事
ま
で
施
工
で
き
る
実
行
部
隊
を

持
っ
て
い
る
点
が
、弊
社
の
稀
有
な
強
み
で
す
。

　
私
達「
株
式
会
社
理
学
」は
、松
本
本
社
、長
野
営
業
所
と
県
内
に
2
拠
点

し
か
な
い
、わ
ず
か
20
数
人
の
小
規
模
な

会
社
で
す
。少
人
数
故
に
、お
客
様
の
ニ

ー
ズ
に
お
応
え
出
来
る
小
回
り
の
利
く

営
業
が
売
り
で
す
。　

　
こ
れ
か
ら
も
社
員・そ
し
て
家
族
が
幸

せ
に
な
り
、お
客
様
の
ま
す
ま
す
の
発
展

に
貢
献
し
、地
域
の
防
災
・
減
災
の
一
助

と
な
る
べ
く
努
力
し
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

〔
第
21
回
〕

〔
松
本
市
〕

株
式
会
社 
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